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１．事業主、発注者及び地域防災の主体である富士市としての熱中症対策につ

いて 

 近年の気候変動の影響により、今年も暑い日が続きました。気候変動適応

の一分野である熱中症対策を強化するため、国では、令和６年４月に気候変

動適応法が全面施行されました。また、令和７年６月には労働安全衛生規則

の一部を改正する省令が施行され、国の熱中症対策は、熱中症予防から厳格

な安全義務へとフェーズが変わってきていると考えられます。 

 このような状況を踏まえ、事業主、発注者及び地域防災の主体である富士

市としても熱中症対策に取り組むべきと考え、以下質問します。 

(1) 富士市は事業主として、厚生労働省の労働安全衛生規則の一部を改正す

る省令を踏まえ、公務に従ずる者の安全確保や健康管理に対し、どのよう

な熱中症対策を行っていますか。 

(2) 富士市は建設工事の発注者の責任として、受注者である企業等への熱中

症対策をどのように考え、どのような対策を取っていますか。 

(3) 令和８年熊本地震や令和８年８月千葉豪雨、富山県・石川県・福井県で

の大雨による被災の後、すぐに国から発出された被災住民や災害ボランテ

ィアの熱中症対策の徹底についての通達を受け、富士市では、今後、災害

時の熱中症対策にどのように取り組んでいきますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


